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昭和:'17&手7月，故育研究所創立十周年記念事業として，夢κえがいた総合教育センター建設の
現慾が実を結んだ機会κ，当研祭新では五大記念行事を計図したが，そのーっか研究論文を募集
し，優秀作を刊行するととであった。
研究論文募集の目的は，いうまでもなく当研究所の念願とする本県教脊研究活動の振興であるが，
特κ今回は当研第新の重点事業である学習指導C改善念らびK教育欄談K関して，具体的実践的念。
研究の高錫を図ったものである。
主幹いK して全県から，各教科に闘する学力向上の実践的研究君主らぴκ牛.活指噂 ・数育相談等~(衡す
る実践的研究が続々と寄せられ，本県の毅育研究に対して深い信頼と期待をもっととができた。と
のJ::51'(熱意ζ もる研究論文が多数集まったため選考K迷うほどであったが，慎重審査の結集ζζ
狩査績を刊行し，県内外K広〈紹介して数寄実践の怠考K供すると共κ，応募者各位。労に報いる
。とととした。
との五編は問教科ならび1'(按育相談tて関するもので，それぞれ独自の怠義をもっている。 r犠恕
K重点をお・いた作文指導のー 毒事.jtljJは，作者の織懇を母体とし1l:がらも.表現効果C立場からとれ
を改善して作品の質を高めた個別指導の13iIiであり， r中学校1'(おける計算尺の効泉的指導Jは，と
か〈軽視されやすい計算尺の指導1'(.数学的意義を見いだした 1.0 &手聞のたゆまざる努力Kよる研
究成果でるる。
主た 「生徒。自然認識の実態とその指導Jは，理科教材の論理的，心理的性格の再吟味にもとづ
いて，生徒の自然認識の笑態を見直し.たしかな指導方法を見いだそうと試みたものである。つい
でf体育学習院草子ける教師の自動きかけJは，体軍事学習の本負を深〈みτコめ々の全嗣3寄進に立御するEをか
毒指導。実践研究である。最後の「家庭生活K原因する問題生徒の継続的指導Jは.家庭に寄bフ
か怠〈なった生徒陀ついて，その家庭と針重絡を強化しつつ，継続的κ日記をと草子して指導を行な
勺た毒事い記録である。
いずれも努力の結晶であるが刊行するという立主易から.当研努新側で多少の助言を加え，ぞれを
参考Kし乏がら原稿を湾皮執筆していただいた。とのような過程を経たので巻末にー伝記毒素した関
係研究員の所見をもあわせて草子読みいただければ幸いである。
当研安新としては，とのえびの企画をよい経験として，今後も笑践的研究を奨励普及するためK，
本年度は教育実践研祭溌表会と仮称して，教育実践家の研究を助成して発表会を開き，いささか本
務騎のためtt:貢献したいと考えている。 ζの論文集が，実銭的研究の振興K役だっととを念じ，
広募者各位K対して深〈感謝の怠を表したい。
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